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【方法】本研究では ,以下の 3 つの研究を実施した．第１研究では, A 県内 B 市の自治体職
員に対し,支援ツール（以下、ツール）の作成に関する基礎研修を実施し，準備対策の知識





リー〈〉に分類整理した．第 3 研究では，第 2 研究で抽出された重要な行動を踏まえ，昨




【結果】第 1 研究では,54 名(医師 7 名,歯科医師 2 名,薬剤師 5 名,保健師 29 名，栄養士 3
名，災害時看護ボランティア 3 名,救護病院 1 名，事務職 4 名)の参加を得て,準備対策の知
識の統一をおこなった．第 2 研究では保健師 3 名を対象に調査を行なった．協力者の就業











した自立的判断や行動を求められていた実態が明らかになった．第 3 研究では，第 1 研究
で得た知識及び第 2 研究で抽出した活動を参考に，準備対策として「救護所開設の初期対
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